OHO錯視
小野史典(山口大学)，山田祐樹(九州大学)，高橋康介(中京大学)，

佐々木恭志郎(関西大学)，有賀敦紀(広島大学)
解説:
この錯視は，中央に呈示される視覚刺激(線分)を観察する際，左右に僅かな時間差で呈示される視覚刺激(O)によって，線分が一方の端から伸びたように見えること(線運動錯視)を示している。これまで，先行刺激の呈示によって，その付近の端から線分が伸びたように見えることが示されてきた(e.g., Hikosaka, Miyauchi, & Shimojo, 1993)。本研究のポイントは，線分の呈示後に呈示される後続刺激によって，線運動錯視が観察されることを示した点である。しかも，その方向は先行刺激の場合とは反対(後続刺激に向かって線分が伸びて見える)であった。
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